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鉄道事業者名：伊予鉄道株式会社 

事 故 種 類：列車脱線事故 

発 生 日 時：令和４年２月７日 １６時１６分ごろ 

発 生 場 所：横河原線 見奈良駅構内（愛媛県東温市） 

 

＜概要＞ 

伊予鉄道株式会社の横河原線横河原駅発、高浜線高浜駅行き３両編成の上り   

第５１２列車は、令和４年２月７日（月）、横河原線愛大医学部南口駅を定刻（１６時

１５分）に出発した。 

同列車の運転士は、横河原線見奈良駅の上り場内信号機の警戒信号の現示を確認し

て見奈良駅構内に進入したところ、５１号分岐器のトングレール先端から約５ｍ手前

で、通常は右基本レールに接着していない同分岐器の右トングレールが右基本レール

に接着していることを見付け、直ちにブレーキ操作をしたが、直後に横揺れを感じた。 

同列車は、１両目の前台車全２軸が予定していた進路である上り線とは異なる下り

線に進入しており、同台車全２軸の左右車輪が下り線の右レールを挟み込むような状

態で脱線していた。 

同列車には、乗客１３名及び乗務員２名が乗車していたが、負傷者はいなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉄道事故調査報告書〔概要版〕 

～分岐器の転てつ棒が折損したため、列車が脱線した事故～ 
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＜原因＞ 

本事故は、発条転てつ機の転てつ棒が折損していたことによって左右トングレール

が左右基本レールにそれぞれ接着しているところに、運転士が上り場内信号機の警戒

信号の現示を確認し、列車が分岐器に対向で進入したため左右トングレールの間に１

両目の前台車全２軸の左右車輪フランジが入り込む状態となり、分岐器のポイント部

において同台車第１軸が予定していた進路とは異なる下り線に、同台車第２軸が上り

線に進入したことによって同台車全２軸が脱線したと考えられる。 

転てつ棒が折損したことについては、転てつ棒の破断面の上面角部２か所の溶接止

端部における溶着部と未溶着部の境界を起点として疲労亀裂が発生して破断面の中央

部まで進展し、破断面の下側が塑性変形を伴わずに破断したと推定される。 

転てつ棒に疲労亀裂が発生したことについては、事故が発生した分岐器を列車が背

向で通過するたびに右トングレールの前端側が浮き上がって本件転てつ棒の鉄板に溶

接されたＵ字型突起物を持ち上げ、右側の転てつ棒上面を右基本レール底面に打ち付

けていたためと考えられる。 

同社は、定期検査で浸透探傷検査を全ての転てつ棒に対し実施していたが、転てつ

棒の塗料を剝がさずに浸透探傷検査を実施していたことによって、浸透液が亀裂に十

分に浸透しておらず、亀裂を示す指示模様が現れていなかったため亀裂を発見できな

かった可能性が考えられる。 

上り場内信号機が警戒信号を現示したことについては、通常であれば本件分岐器の

左右トングレールが定位側に転換しない限り、上り場内信号機は、停止信号を現示す

るはずであるが、転てつ棒が折損したことによって左右トングレールが左右基本レー

ルに接着していたものの、事故が発生した分岐器には、右トングレールの接着を検知

する回路制御器が設置されていなかったため、右トングレールが右基本レールに接着

していたことを検知できず、回路制御器が左トングレールの接着のみを検知し、上り

場内信号機が警戒信号を現示したと推定される。 
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＜必要と考えられる再発防止策＞ 

転てつ棒は、左右のトングレールをつなぐ重要な部材であり、転てつ棒が折損する

と左右のトングレールが連動して動かなくなるため、列車が脱線する危険な状態とな

ることから、転てつ棒に疲労亀裂が発生することを防止するとともに、疲労亀裂が発

生した場合は、折損に至る前に亀裂を早期に発見して適切な保守を行う必要がある。 

転てつ棒に疲労亀裂が発生することを防止するには、分岐器の定期検査において転

てつ棒の上面を確認し、転てつ棒の上面の黒皮が剝がれる等の基本レール底面との接

触痕が認められる場合には、基本レール底面と転てつ棒上面が接触する原因を分析し

て適切な対策を実施することが望ましい。 

また、転てつ棒の疲労亀裂を確実に発見するには、分岐器の定期検査において目視

で転てつ棒の表面の亀裂の有無を注意深く観察し、定期的に浸透探傷検査を実施する

必要がある。さらに、浸透探傷検査の実施に当たっては、浸透液が亀裂に確実に浸透

するように転てつ棒の塗料を剝がす等、適切な前処理を実施する必要がある。 

 
詳細は、運輸安全委員会ホームページ（http://www.mlit.go.jp/jtsb）より、 

鉄道事故調査報告書をご覧ください。 


